
 

 

イラク・女性の意志委員会がイラク行っている署名の呼びかけ文（日本語抄訳） 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
アラビア語による署名呼びかけ文の原文（一部）→ 

日本軍を含めたすべての占領軍をイラクから撤退させるための署名運動 
 

イラク・女性の意志委員会は、女性の自由と、より良い社会的経済的地位を獲得するために結成

されました。 

占領による被害は、軍事的なものに留まらず、女性を取り巻くすべての環境におよんでいます。

度重なる戦争と長年にわたった経済制裁のため、イラクの国民、女性、とりわけ貧しい階級への福

祉や援助などの社会的活動ができなくなっています。占領が続く限り、女性の地位を改善しようと

するすべての努力が無駄にされてしまいます。明るい未来を作るための核心となる、子供のための

プロジェクトを行うこともできません。イラクの子供たちは、毎日のように、何の目的もなく、た

だ殺され、または障害を負わされています。戦争で使用された劣化ウラン弾のため、先天性障害を

持ち、この世に出た瞬間あるいは出る前から戦争の被害者となっています。 

大量破壊兵器を言い訳にしてイラク戦争が始められ、史上最悪の占領が行われています。この占

領軍を私たちの国であるイラクから撤退させるため、女性の意志委員会によるこの署名への協力を

イラク国民の皆さんにお願いします。 

なお、今回の署名活動において、占領軍のなかに日本軍［※原文通り］も含め、署名のタイトル

にも入れました。その理由は、多くの日本人が日本軍の派遣に反対し、日本がさらに占領軍に巻き

込まれることを恐れているということがわかったからです。特に、今回の派遣は、日本国憲法第9
条の改悪につながるものです。第9条は、どんな理由があっても、日本があらゆる戦争に参加する

ことを禁じています。かつて日本は、他国に対して行った侵略戦争のために、様々な被害を受けま

した。その最大の被害は、第二次世界大戦の終わりにアメリカにより広島、長崎に原爆が落とされ

たことです。戦争への欲望が、平和への意志に勝
まさ

ったために、何十万人の日本人が一瞬にして殺さ

れました。しかし、日本の国民はこのつらい経験を通して、非常に重要なことを学んだように思え

ます。それは、平和に勝るものはないということです。そして、すべての問題において、平和にも

とづく解決が必ずあるということです。そのために、日本人の誇るべき、この第9条がつくられた

のです。 
 

イラクからすべての占領軍が撤退するために、 
この不公正な占領軍にイラクが勝つために、 
日本の多国籍軍参加に反対する日本国民の希望を実現し、 
日本が再び占領ゲームの選手にならないために、 
憲法第９条改悪に反対する人びとの希望を支えるために、 
一緒に署名をしてください。 

 

 

国民の意志が尊重される時代になり、永遠に続きますように 

平等・公平の理念にもとづく平和が訪れ、続きますように 

戦争・占領への意志が潰され、なくなりますように 

 

イラク･女性の意志委員会 
WOMEN WILL BODY（Baghdad, Iraq） 


